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1．背景と目的 

東海地域では，海溝型地震である東海･東南海地震

の発生が危惧されている．断層規模が非常に大きなこ

とから，長周期成分が卓越した地震動が予測される．

加えて，地域によっては，深部地盤構造の影響により，

長周期成分が増幅されるため，固有周期の長い構造物

への被害が懸念されている． 久世ら 1)は，濃尾平野

を対象に，長周期地震動特性の推定を検討してきた．

本研究では，地震動特性が平野部とは異なると思われ

る盆地部を対象に久世らの手法を適用し，考察した．

なお，本文では，周期数秒レベルの地震動を長周期地

震動としている． 
2．地震動特性推定の概要1) 

地震動特性の推定は，過去の地震動観測記録に基づ

いた工学的基盤(Vs=500m/sec 相当)レベルにおける

地震動算定法EMPR2)を用いる．震源特性は，EMPR
でモデル化された，M=6 相当の非定常パワースペク

トル 3)に対する比率(重ね合わせ数)で表される．この

考えに基づき，観測記録より算出した非定常パワース

ペクトル Gobs(t,2πfk) を用いて，EMPR における

M=6 相当の非定常パワースペクトル Gx,M=6(t,2πfk)
に対する比率 ng(fk) は次式より算出できる． 
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ここに，T は観測記録の長さ(秒)である． 
式(1)より得られた比率 ng(fk)と，観測波形より推定

した地震モーメント M0’より，EMPR の重ね合わせ

数(過去の地震動記録に基づいた平均的な地震動特

性)に対する倍率 r0(f) は次式より得られる． 
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ここに，β(fk,M’0)・NG(M’0) は EMPR でモデル化さ

れた，M=6 相当の非定常パワースペクトルの補正係

数である．  
式(2)を用いて複数の地震，複数の観測記録より

r0(f)を求め，その平均レベルを着目地域固有の地震動

特性として得ることができる．  
3．中津川盆地における地震動特性推定結果 

対象地域と観測地点を図 1，観測点リストを表 1 に

示す．1 章で前述のように，本研究では岐阜県東濃地

域を対象とした． 
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表 1 観測地点の一覧 

地点 No. 地点名

中津川
盆地

① GIF018
② GIFH28
③ 中津川IC

恵那盆地
④ GIF019
⑤ 恵那IC

土岐瑞浪
盆地

⑥ GIF023
⑦ 土岐IC
⑧ 瑞浪IC

伊那盆地
⑨ NGN024
⑩ 飯田IC

盆地近傍
の地域

⑪ AIC005

⑫ AICH11
⑬ GIF014
⑭ GIF016
⑮ GIF021
⑯ GIF024
⑰ GIFH11
⑱ GIFH24

⑲ NGN022
⑳ NGNH03
㉑ NGNH14

図 1 観測点位置 4)に加筆 
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図中に示す丸数字は推定に使用した，K-NET5)，

KiK-net6)， NEXCO 中日本の観測地点の位置である． 
図 1 には，複数の盆地が含まれるが，ここでは中津

川盆地①~③の地震動特性推定結果を示す．観測記録

より算出した地震動特性の補正係数の一例として，

2004 年東海道沖地震(2004.9.5 23:57，M=7.4)の観測

記録を用いて算出した結果を図 2 に示す．他地点の平

均値(黒線)と比較して，中津川盆地の 3 地点では，0.5
～2Hz付近で卓越する傾向があると思われる．なお，

2HZより高周波数領域においては，表層地盤の地震動

増幅特性の影響が顕著であると考えられる． 
図 2 と同様に，複数の地震による観測記録より補正

係数を求めたものを図 3 に示す．図 2 に示したよう

に，①GIF018 と②GIFH28，③中津川 IC で卓越す

る周波数が異なる傾向が見られたが，3 地点より得ら

れた補正係数の平均値を中津川盆地の地震動特性と

した．なお，前述したように，地盤増幅特性の影響が

顕著と思われる 2Hz 以上の高周波数領域の補正は行

わないこととした．図 3 には，同様の手法で推定した

濃尾平野の補正係数 7)も図示した．濃尾平野ほど顕著

な傾向は見られないが，基準となる平均レベルの地震

動特性(赤線)と比較して，1Hz 前後の周波数帯を補正

する必要があると思われる． 
4．地震動算定事例 
図 3 の推定結果に基づいた地震動算定事例を図 4

に示す．対象地点は中央道落合川橋地点(図 1 の青丸)
とし，想定地震は東海・東南海・南海の三連動地震と

した．EMPR による地震動算定結果(黒線)と比較して，

図 3 の補正係数を用いることで，中津川盆地固有の地

震動特性を考慮した地震動を算定することができた． 
5．まとめ 

本研究では，地震動予測手法 EMPR に基づき，岐

阜県東濃地域の盆地部を対象に，長周期地震動特性の

推定と地震動算定を行った．本文で述べた中津川盆地

の推定例では，おおむね 1Hz 付近の卓越が見られた

が，図 2 に示したように，地点ごとに比較すると卓越

の傾向に違いが見られた．今後，中小地震を含めた複

数の地震動観測記録を用いて比較・考察を行い，推定

結果の妥当性を検証する必要があると思われる．  
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図 2 中津川盆地における補正係数の比較 

① GIF018
② GIFH28
③ 中津川IC
他地点の平均値
EMPR

図4 地震動算定結果 
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図 3 補正係数の比較 
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